
ＬＭＳの選択

43.0%

22.9%

11.9%

10.8%

9.50%

1.9%
Moodle

独自開発システム

WebClass

Blackbord

WebCT

その他

文部科学省 「ICT活用教育の推進に関する調査研究」
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・日本の大学においてシェア第１位
・世界200カ国以上、7000万人のユーザが利用
・オープンソース（無償）で開発されている
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小テスト

成績管理 掲示板

アンケート

画像共有

問題バンク

コース管理

相互評価

反転学習



発表や話合い

協働での意見整理 協働制作

29
出典：文部科学省 「学びのイノベーション事業」

Moodleの
どの機能が
使えるの？

協働学習で
Moodleを活用？



掲示板（アップロード機能付き）
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・コメントを書いて投稿するだけ

・生徒全員で確認（共有）することができる



掲示板（アップロード機能付き）
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ドラッグ＆ドロップで提出が可能



掲示板（アップロード機能付き）
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・ワードやパワーポイントのファイルを提出できる

・学習成果物の共有ができる



ＬＭＳ（Ｍｏｏｄｌｅ）とジグソー法を連携する
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エキスパート活動 ジグソー活動

A
A
A

B
B
B C

C
C

A

A

A

BB

B

CC

C
A
B C

A
B C

A
B C

クロストーク

掲示板のアップロード機能を活用して学習成果物を共有



検証授業

単元名：TCP/IP

日 時：平成２７年１１月１７日、２４日

対 象：ITシステム科３年７組 ４０名

備 考：これまでのＬＭＳを活用した個別学習を通

して、基礎的な知識・技能は習得している
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日時 内容
LMS

(Moodle)
ジグソー法 パフォーマンス課題

11/17
ネットワーク

インターフェース層
✖

※プリント
◯ ◯

11/24
インターネット層・
トランスポート層 ◯ ◯ ◯



エキスパート活動（２～３名グループ）
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エキスパート活動：与えられた問題の解説をワードで
作成し、掲示板へ提出する



報告書：P24～P29 

ジグソー活動・パフォーマンス課題（５名グループ）

36

ジグソー活動：エキスパート活動で作成した解説
を説明し合う

パフォーマンス課題：記述式問題の解答をワードで作成
し、掲示板へ提出する



クロストーク
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クロストーク：エキスパート活動で作成した解説・
パフォーマンス課題の解答を発表

画像出典：奈良先端科学技術大学院大学 「ファイアウォールでセキュリティアップ！」



ＬＭＳ（Moodle）活用による時間の節約
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32

12
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15

18

12

5

8

12

3

3

導入 確認テスト(1回目) 個別学習

エキスパート活動 ジグソー活動 パフォーマンス活動

発表・解説・まとめ 確認テスト(2回目) まとめ

ＬＭＳ
活用あり

０ ５０ １００
授業時間（分） ※2時間連続授業
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ＬＭＳ
活用なし

ＬＭＳとワードを活用することにより時間が節約され、
発表やグループ内での対話にかける時間が増えた



Ｑ．授業前と比べてTCP/IPの内容について
説明することはできますか。
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16

5

35

43

38

27

11

25

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業後

授業前

説明できる どちらかといえば説明できる

どちらかといえば説明できない 説明できない

発表や学び合いを中心とした学習を取り入れることで
「説明できない」答えた生徒を減らすことができた
まだ約半数の生徒が説明することに自信を持てていない
ので、言語活動を増やす必要がある



生徒の意見感想
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• 書くのが遅くて置いて行かれることがない。

• ほかのグループの解説も確認することができる。

ＬＭＳ（Moolde）の活用について

• 記述式問題の解答の時はほかの人の考えが聞ける。

• わかりやすく言おうと努力するのでけっこう覚えや
すい。

ジグソー法について



報告書の比較
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ワードで作成 手書きで作成

ワードで作成することで、短い時間で情報量が多く
分かりやすい学習成果物の作成ができた

画像出典：奈良先端科学技術大学院大学 「ファイアウォールでセキュリティアップ！」



パフォーマンス課題評価用ルーブリック
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１点 ２点 ３点

専門用語
の使用量

文章中の専門用語が１個以上
４個以下

文章中の専門用語が５個以上
８個以下

文章中の専門用語が９個以上

専門用語
の難易度

・デフォルトルータ
・スイッチ
・ファイアウォール
・サーバ
・メーラー・NIC

・LED

・ping

・ipconfig

・ipconfig /all

・クロスケーブル
・ストレートケーブル
・ポート番号(25、110、143、
80、53)

・nslookup

・tracert

・netstat

・プロトコル(SMTP、POP、
IMAP、HTTP、DNS)

・TCP/IPv4

・IPアドレスCIDR表記

課題解決

・解決に至っていないが考え
た工程は見られる

・１つの問題の原因は特定し
ているが、解決策がない

・１つの問題を解決しており、
原因、解決策が記述されて
いる

・すべての問題の原因を特定
しているが、解決策がない

すべての問題を解決しており、
原因、解決策が記述されてい
る

報告書の
書き方

問題、原因、解決策の説明が
記述されているが、未記入が
ある

問題、原因、解決策の説明が
記述されている

・問題、原因、解決策の説明
が記述されている

・IPアドレスやポート番号な
ど詳細な設定情報や変更歴
が具体的に記されている
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9.6
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3.1

9.9

8.2
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12

1回目

（授業前）

2回目

（授業後）

3回目

（１ヶ月後）

ＬＭＳ活用なし ＬＭＳ活用あり

パフォーマンス課題結果（得点）※１２点満点
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定着率を比較



パフォーマンス課題評価項目別結果（１ヶ月後の定着率）
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・ＬＭＳを活用することで、分かりやすい成果物を短い
時間で作成・共有することができた

・発表や学び合いの時間が増え言語活動の充実ができた

84.6%

78.3%

85.0%

81.8%

75.4%

61.8%

79.6%

72.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

報告書の書き方

課題解決

専門用語の難易度

専門用語の使用量

ＬＭＳ活用なし ＬＭＳ活用あり
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告書：P20～P24 

Moodle導入支援ツール
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専門知識がなくても簡単な操作で環境構築ができる



導入・開始手順の簡易化

導入の手順

XAMPPインストール

Moodleファイルをコピー

XAMPP起動

Moodleデータベース作成

IPアドレスを調べる

ブラウザからアクセス

Moodleイントール
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パソコン変更時の手順

IPアドレスを調べる

XAMPPのパス変更

Moodleのパス変更

Moodleデータベースのパス変更

ブラウザからアクセス

Moodle導入支援ツール使用の手順

本システムをUSBメモリへコピー

「起動」ファイルをクリック

「Moodleを始める」ボタンをクリック

「設定変更」ボタンをクリック

サイトへアクセス



その他実践（共通教科「情報」での検証授業）
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Moodleの小テスト実施後、一斉授業で解説。その後、隣り

同士で教え合いながら満点になるまで小テストを繰り返す。



その他実践（具志川高校での検証授業）
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66.7

81.3

89.3

78.9

100

0 20 40 60 80 100

５回目

４回目

３回目

２回目

１回目

・繰り返すごとに点数が増加した

・５０分授業の中でテストを５回繰り返すことができた

・成績管理画面からつまずきのある生徒を確認し、個別
学習を行うことができた

点数（点）

小テスト結果（著作権クイズ）



その他実践（電子黒板を活用した検証授業）
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その他実践（若年者ものづくり競技大会）
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その他実践（ＩＴ選手権大会）
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その他実践

• ＨＲでの活用

→アンケートを活用した月間ＭＶＰ選出

• 進路情報のアーカイブ

→卒業生からの面接や試験の情報共有

• 掲示板を活用した相互評価（予定）

• アンケートを活用したクリッカー（予定）

• 小テストを活用した作問法の実習（予定）

• Wikiを活用した協働学習（予定）
53



成果と課題
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• 協働学習の中でLMS（Moodle）を活用できた

• 時間の節約や学習定着の効果を確認できた

• 言語活動の充実を図ることができた

• Moodleの導入と設定を容易に行うことができるよ
うになった

成 果



成果と課題

55

• 相互評価などの実践

• 学習成果物の活用（ｅポートフォリオ等）

• ブレンディッドラーニングの普及

• ルーブリックの作成・使い方・共有

課 題



ご清聴ありがとうございました
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